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しんきろうを見よう
わん

春が訪れると、富山湾でときどきふしぎな現象がおきます。それは、「しんきろう」。

みなさんは「しんきろう」を見たことがありますか？ここでは「しんきろう」とはど

ういうもので、いつ見えるかなどの話をいたしましょう。

しんきろうはどうしてできるの？

ここでかんたんな実験をしてみましょう。水そうを用意して、中に少し水を入れ、
さとう

そこに溶かしきれないくらいの砂糖（砂糖は 20 ℃で水 100g に対して約 200g 溶け

ます）を入れてよくかきま瑣農い砂糖水にします。はじめはにごっていますが、しば

らくするとにごりが消えます。次に砂糖水の上
まみず

に真水をゆっくりと加えていきます。 ちぢんだ像

さかさの像

ほんもの

さて、水そうの一方に見たいものを置き、それを反対側のなるべく下の方から見上

げるようにして見てください。
ぞう

どうです。本物の上にさかさの像ができていません

か。そしてさかさの像の上にさらにちぢんだ、さかさ

でない像が見えていませんか。

富山湾に春あらわれる「しんきろう」もこれと同じ

で、海に浮かんでいる船は右の図で、下のようになっ

見えます。

もし二人で実験をしていたら、おたがい顔を水そうに

近づけて見てみてください。おたがいの顔がしんきろう

になっていることがわかります。片方の人からしか見

えないということはありません。ですから、魚津から しんきろうになった船



富山の海岸付近がしんきろうになって見えているとき、富山の海岸にいる人が魚津の

方向を見ると、魚津の街がしんきろ

うになって見えているはずです。

砂糖水の実験でいったいどうして

しんきろうができたのでしょう。そ

れは砂糖と真水の濃さのちがいによ

るのです。光は何もなければまっす

ぐ進みますが、濃さのちがうところ

を通る時は曲がります。そして曲が

り方は濃さのちがいが大きいところ

（この場合は砂糖水と真水の境目）

ほど大きくなります。一方、人の目
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砂糖水

はいつも光がまっすぐ来るように見えます。上の図で顔の下からの光偽）が濃さの変

化の大きいところを通るので頭からの光(B) より大きく曲がり、人の目には下のもの

が上に(A) 、上のものが下に(B') 、つまりさかさの像となって見えるのです。

しんきろうを見よう

春、富山湾では下が冷たくて上

があたたかい空気の層が作られる

ことがあります。ところで空気は

気温によって浪さがちがい、冷た

い空気はあたたかい空気より濃く

なっています。

下が濃くて上がうすい、富山湾
じょうたい

が砂糖水の実険とよくにた状態に

なるというわけです。そしてこの

状態は、あたたかくて風の弱い日に 船のしんきろう（右下は坦斑月）

多くつくられます。そんな日に海岸に出かけて、しばらく待っていてください。もし

かしたら「しんきろう」が現れるかもしれません。ただ、肉眼ではっきりわかるほど
そうがんでょう

のしんきろうはそんなに多くありません。ですから、双眼鏡を用意した方がいいでし

ょう。またしんきろうが現れていない時の景色をしっかりおぼえておかないと、現れ
み岱

ても見逃すことがあるので注意してください。 （吉村 博儀）
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